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1. はじめに 

近年，ロボットが教育や福祉等の様々な分野で人間のパ

ートナーとして活躍することが期待されている．そのため

には人間と円滑にコミュニケーションをとるロボットが必

要になる．人間は会話によりコミュニケーションをとるが，

会話の中では質問応答が繰り返される．そのため，人間と

ロボットが円滑なコミュニケーションをとるためには質問

応答が必要不可欠である．しかし，ロボットが人間のよう

に質問応答を行うには，ロボットはある情報源から質問の

回答を獲得する必要がある．そこで本稿では，Wikipediaを

情報源として与えることで，Wikipediaから回答を獲得し，

質問応答を行うシステムを提案する． 

Wikipedia は大規模 Web 百科事典であり，幅広い分野に

ついて，一般的な事柄から新しい事柄に至るまで様々な記

事が網羅されている．Wikipedia日本語版には，2018年 6月

29 日時点で約 111 万もの膨大な数の記事が公開されており，

Wikipediaのコンテンツなどのデータは，再配布や再利用の

ために利用できる一元化されたデータベース・ダンプでの

提供が行われている．Nature 誌の調査 [1]によると，

Wikipediaの記事の精度は，専門家によって作成されたブリ

タニカ百科事典と同等であると報告している．よって，

Wikipedia は信頼できる情報源であると考えられる． 

なお，本稿では 2018年 6月 29日時点の Wikipediaのデー

タを処理の対象にした． 

2. 関連技術 

 概念ベース 

概念ベースは電子化された国語辞書などから自動的に構

築された知識ベースである．ある語を概念と定義し，概念

の特徴を表す語である属性と，属性の重要さを表す重みの

対で構成されている． 

 関連度計算 

関連度計算方式[2]とは，概念ベースに定義されている 2

つの概念間の関連の強さを定量的に表現する手法である．

関連度は 0.0から 1.0の間の実数値で表され，概念間の関連

が強いほど大きな値を示す． 

 質問文意味理解システム 

質問文意味理解システム[3]は，係り受け解析器「南瓜」
[4]を利用して質問文から質問対象語を取得するシステムで

ある．質問文意味理解システムの使用例を表 1に示す． 

表 1 質問文意味理解システムの使用例 

質問文 質問対象語 

ノーベル物理学賞を受賞した 

日本人は誰ですか。 
人物 

世界で一番大きい鳥は？ 鳥 

質問対象語は質問文への回答の種類となる語で，表 1 の

例だと，例えば「ノーベル物理学賞を受賞した日本人は誰

ですか？」という質問に対して「人物」という語が質問対

象語となる．質問文中に疑問詞「誰」や「場所」の表現が

あった場合質問対象語として「人物」，「場所」を獲得で

きる．また，疑問詞が「何」の場合や疑問詞がない場合で

も質問対象語を獲得できる．  

 質問応答システムの概要 

質問応答システムの構成図を図 1 に示す．このシステム

は質問文解析，回答候補の獲得，回答スコア付けの 3 つの

要素で構成される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 システム概要図 

3. 質問文解析 

質問文解析では質問文の解析を行い，質問対象語と検索

語を獲得する．質問対象語の獲得については 3.1 節で，検

索語の獲得については 3.2節で説明する． 

 質問対象語の獲得 

質問対象語獲得の流れを説明する．まず質問文意味理解

システムに対して質問文を入力し，質問対象語を獲得する．

得られた質問対象語が「場所」であった場合，関連度計算

を用いて「場所」か「組織」のどちらかに質問対象語を変

更する．これは，質問対象語「場所」は疑問詞「どこ」か

ら導かれたと考えられるためである．疑問詞「どこ」から

質問対象語を得た場合，場所を聞いている場合と組織を聞

いている場合の両方が考えられる．例えば，「カレーに使

われるスパイスのターメリックの原産国はどこか？」とい

う質問文の場合は場所を聞いているが，「自動車「プリウ

ス」を販売している企業はどこか？」という質問文の場合

は組織について聞いている．そのため，質問対象語が「場

所」となった場合は，「場所」，「組織」と検索語との間

で関連度計算を行い，高い関連度を得られたほうを質問対

象語としている．また，質問対象語が「名前」，「名称」

のどれかであった場合，直前の名詞を質問対象語として獲
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得する．(例：「商品の名前は」という部分がある場合，

質問対象語は「商品」となる．) 

上記以外の質問対象語の場合，それをそのまま質問対象

語としてスコア付けに使用する． 

 検索語の獲得 

検索語とは，質問文内の名詞，形容詞，動詞，副詞の集

合である．質問文に対して MeCab[5]を用いて形態素解析を

行い，検索語を獲得する．具体的な質問文と検索語の例を

表 2に示す． 

表 2 検索語の獲得例 

質問文 検索語 

世界一大きい鳥は何か？ 
「世界一,大きい, 

鳥」 

毎年 5月にフランスで開かれ
ている国際映画祭は何か？ 

「毎年,5月,フランス 

,開く,国際映画祭」 

4. 回答候補の獲得 

獲得した回答候補に対して，回答スコア付けを行う．回

答スコア付けの観点として，質問対象語に適するかどうか，

質問文に適するかどうかの 2 つが存在する．回答候補が質

問対象語に適するかどうかを調べるため．質問対象語と回

答候補の関連度を使用し，回答候補が質問文に適するかを

調べるため，検索語の名詞と回答候補の関連度を使用する．    

最終的なスコアは質問対象語に適するかを考慮したスコ

アと質問文に適するかを考慮したスコアの積により求めら

れる． 

5. 評価手法 

本稿で提案している手法の評価を行うために，テストセ

ットとして，20 名にアンケートを行い収集した質問文 120

問を用いる．なお，テストセットの質問文には，正解とな

る回答を与えている．テストセットの例を表 3に示す． 

表 3 テストセットの例 

質問文 正答 

世界一大きい鳥は何か？ ダチョウ 

毎年 5月にフランスで開か

れている国際映画祭は何か？ 
カンヌ国際映画祭 

質問応答システムでは，質問文の質問対象語を正しく獲

得できるかと回答候補の獲得時に正答が獲得できるかが回

答を選択する上で重要になる．そこで，質問の質問対象語

の獲得の評価，回答候補の獲得の評価を行った上で，回答

スコア付けを含めた質問応答システム全体の評価を行う． 

質問対象語の獲得の評価では正しい質問対象語を獲得し

たか，回答候補の獲得の評価では獲得した回答候補の中に

正答となる回答候補が含まれているか，提案手法全体の評

価ではスコア付けされて出力された回答の内，5 位以内に

出力された回答が用意した正答と一致するかどうかで評価

を行った． 

6. 評価結果 

テストセットの質問文 120 文を用いて評価を行った．質

問対象語と回答候補の獲得の評価結果を表 4，質問応答シ

ステム全体の評価結果を表 5に示す． 

表 4 質問対象語と回答候補の獲得の評価結果 

 質問対象語 回答候補の獲得 

精度(%) 77 71 

表 5 質問応答システム全体の評価結果 

順位 精度(%) 

1 位 11 

2 位 7 

3 位 5 

4 位 6 

5 位 2 

正答なし 69 

表 4 から，質問文の 77%に対して正しい質問対象語が得

られ，質問文の 71%に対して正答となる回答候補が得られ

ることが分かった．次に表 5 から，質問応答システム全体

で上位 1 件に回答を含む文が出力されているのは 11％，上

位 2 件では 7％，上位 3 件では 5％，上位 4 件では 6％，上

位 5件では 2％の結果が得られることが分かった． 

7. 考察 

結果として，質問文 120 問に対して出力 5 位以内に正答

が存在する割合（31%）で正答を選択することに成功した．

しかし，正答率は低く実用的な精度とは言い難いため，改

善を行う必要がある．正答率が低くなった理由として，回

答候補の獲得の精度が 71%と低いこと，スコア付けが適切

でないことが挙げられる． 

回答候補の獲得では，回答候補の獲得時に正答が獲得で

きるかは直接的に精度に関係してくるため，今回用いた獲

得法では 71%と低いため，質応答システム全体の精度は低

くなったのではないかと考える．また，スコア付けでは質

問対象語と回答候補の関連が強い場合でも，関連度が低く

出力される場合が幾つか見られた．このため，質問応答シ

ステム全体の精度が低くなったのではないかと考える． 

8. おわりに 

本稿では，Wikipediaを情報源とした質問応答システムを

提案した．手法として，語が有する意味特徴を語と重みで

表現する概念ベースと語と語の間にある意味的な関連性を

数値として算出する関連度計算方式，質問文意味理解シス

テム，Wikipedia日本語版のダンプデータを利用した．  

今後の課題としては,回答候補の獲得の精度向上,回答ス

コア付けの見直しが挙られる．これらを改善することで質

問応答システムの精度向上ができるのではないかと考える． 
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